
－ 環境部 B58 －

平成27年度予算見積調書

B58

課室名:課室名:みどり自然課

内線:内線:3193

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成27年度～
平成31年度

会計 款 項 目

一般会
計

環境費総務費 自然保護対策
費

説明事業

身近な緑の保全・創出事業費

戦略項目

担当名:担当名:身近なみどり担当

なし 10　　　みどりと川の再生

040101　みどりの再生（身近な緑の保全・創出・活用）

予算額

決定額 56,97856,978

前年額

56,97856,978 56,97856,978

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

街のみどり復活プロジェクト事業費

１　事業の概要

　都市化の進展に伴い減少した街のみどりを積極的に創

り出し、県民へ木陰と憩いの空間を提供する。

　また、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック

の開催に向け、県有施設周辺のおもてなし空間を緑化で

演出する。

（１）あの手この手で木陰づくりプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　  6,781千円

（２）駐車場緑化プロジェクト　　　　　140千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　 50,057千円

２　事業主体及び負担区分

県10/10

３　地方財政措置の状況

地方交付税(包括算定経費）

(区分)企画費（細目）環境保全対策費

(細節)環境保全対策費

(積算内容)地域の実情に応じた環境保全対策

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　あの手この手で木陰づくりプロジェクト　　　　　　未利用地への植樹　　　　　　　　　　　　  6,781千円
　　イ　駐車場緑化プロジェクト　　　　　　　　　　　　　県庁敷地内の駐車場緑化　　　　　　　　　　　140千円
　　ウ　県有施設みどりのおもてなしプロジェクト　　　　　オリンピック会場に利用される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県有施設周辺地域の緑化　　　　　　　　　 50,057千円
（２）事業計画
　　ア　あの手この手で木陰づくりプロジェクト
　　　　都市部の狭いスペースを有効活用し、市町や地元住民等と共同して、維持管理が容易で、かつ将来高木に成長
　　　する木を公有地を中心に植樹する。植栽した樹木の維持管理は、土地所有者又は地元住民等が行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数値目標：5,000本（平成27年度～31年度）
　　イ　駐車場緑化プロジェクト
　　　　一石三鳥の駐車場緑化（①駐車スペースの確保、 ②みどりの創出、③緑化ビジネスの活性化）を住宅地等に
　　　普及させるため、事業者の費用負担により、ＰＲ用駐車場を県庁内に設置する。
　　ウ　県有施設みどりのおもてなしプロジェクト
　　　　オリンピック会場に利用される県有施設周辺地域を緑化し、おもてなし空間を演出する。

（３）事業効果
　　　・木陰による潤い、安らぎ、涼しさの提供や高木による街の景観づくり
　　　・駐車場、駅前緑化等により来訪者へのみどりの再生ＰＲ

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　・市町や地元住民等と連携し植樹や維持管理を行う。

(単位：千円)

（３）県有施設みどりのおもてなしプロジェクト

分野施策


